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宮
城
県
漁
業
士
会
前
会
長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

芳
浩 

  

一
期
二
年
の
任
期
を
終
え
、
今
期
再
び
宮

城
県
漁
業
士
会
副
会
長
と
い
う
役
職
を
頂

く
こ
と
と
な
っ
た
自
分
が
い
ま
す
。 

 

漁
業
士
会
の
会
員
で
あ
る
者
に
と
っ
て
、

必
携
の
会
報
で
あ
る
「
海
人
」
第
十
八
号
の

発
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
長
職
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
諸
先
輩
方
、

会
員
の
皆
様
よ
り
名
を
授
か
り
、
自
分
の
よ

う
な
者
が
任
期
を
無
事
に
？
全
う
で
き
た

こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま

し
と
関
係
機
関
の
職
員
の
方
々
か
ら
の
力

強
い
支
え
な
ど
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
の
こ

と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

地
元
漁
協
で
の
青
年
部
活
動
を
体
験
、
経

験
し
、
漁
業
士
会
の
存
在
を
知
り
、
会
へ
の

憧
れ
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
入
会
し
、

青
年
漁
業
士
時
代
か
ら
沢
山
の
事
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

様
々
な
活
動
を
行
う
中
、
あ
の
未
曾
有
の

震
災
「
東
日
本
大
震
災
」
を
体
験
、
経
験
し
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
一
生
胸
に
留
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
思
い
も
抱
く
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
少

し
ず
つ
、
会
の
活
動
内
容
に
も
様
々
な
方
面

で
力
を
付
け
て
来
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
て

お
り
、
一
漁
業
者
、
海
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
漁
業
士
会
活
動
が
、
広
く
後
に

続
く
人
達
に
伝
わ
っ
て
く
れ
た
ら
…
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
し
て
、
広
く
海
を
愛
し
、
敬
い
、
恩
恵

を
受
け
、
宮
城
県
漁
業
士
会
活
動
が
盛
ん
と

な
り
ま
す
よ
う
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 
     

漁
業
士
の
認
定 

 
 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

 

平
成
三
十
年
六
月
七
日
に
県
庁
講
堂
に
お

い
て
平
成
三
十
年
度
宮
城
県
農
業
士
・
漁
業
士

退
任
者
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
認
定
証
交
付
式

が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
指
導
漁
業
士
七
名
、
青

年
漁
業
士
十
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
十
一
名
の
漁
業
士
が
出
席
し
、
知
事

か
ら
直
接
認
定
証
と
徽
賞
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

 

 ○
指
導
漁
業
士
（
七
名
） 

畠
山 

泰
さ
ん （

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
気
仙
沼
地
区
支
所
） 

伊
藤 

文
彦
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
雄
勝
町
雄
勝
湾
支
所
）

 

阿
部 

裕
一
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
地
区
支
所
）

 

齋
藤 

恭
子
さ
ん
（
牡
鹿
漁
業
協
同
組
合
） 

水
間 

健
二
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
塩
釜
市
第
一
支
所
）

 

水
間 

さ
わ
子
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
塩
釜
市
第
一
支
所
） 

宍
戸 

敏
浩
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
仙
南
支
所
（
亘
理
）
）

 
 

 

○
青
年
漁
業
士
（
十
名
） 

尾
形 

拓
弥
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
気
仙
沼
地
区
支
所
） 

須
藤 

大
介
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
志
津
川
支
所
） 

後
藤 

新
太
郎
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
志
津
川
支
所
）

 

佐
藤 

寛
高
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
北
上
町
十
三
浜
支
所
） 

武
山 

綾
佑
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
北
上
町
十
三
浜
支
所
） 

千
葉 

拓
実
さ
ん 

（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
雄
勝
町
雄
勝
湾
支
所
）

 

後
藤 

章
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
市
東
部
支
所
）

 

手
代
木 

泰
伸
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
鳴
瀬
支
所
） 

石
森 

圭
太
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
七
ヶ
浜
支
所
） 

木
村 

宏
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
仙
南
支
所
（
亘
理
）
） 

  

    

平
成
三
十
年
度
東
北
・
北
海
道 

ブ
ロ
ッ
ク
漁
業
士
研
修
会 

 
 

宮
城
県
漁
業
士
会 

 

 
 
 

指
導
漁
業
士 

小
野
寺 

芳
浩 

 

平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
と
二
十
四

日
の
二
日
間
、
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
及

び
日
本
海
ブ
ロ
ッ
ク
漁
業
士
合
同
研
修
会

が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
千
葉
監
事
ら
と
出

席
し
ま
し
た
。
日
本
海
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
合
同

開
催
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
太
平
洋
側
は
茨

城
県
、
日
本
海
側
は
山
口
県
ま
で
十
三
道
府

県
の
漁
業
士
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

 

初
日
は
、
大
分
県
臼
杵
市
に
お
け
る
地
元

水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の
取
組
み
に
関

す
る
講
演
を
拝
聴
し
、
そ
の
後
、
各
道
府
県

漁
業
士
会
の
活
動
報
告
及
び
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
か
ら
特
色
あ
る
取
組

が
報
告
さ
れ
、
一
方
で
後
継
者
不
足
が
共
通

す
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
夕
方

か
ら
の
交
流
会
で
は
、
青
森
県
漁
業
士
会
の

皆
様
か
ら
心
温
ま
る
熱
烈
な
大
歓
迎
を
受

け
、
陸
奥
湾
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
海
峡
サ
ー
モ

ン
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
現
地
視
察
と
し
て
、
青
森
市
内

の
ホ
タ
テ
ガ
イ
加
工
場
と
、
五
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
産
直
施
設
「
ほ
た
て
広
場
」

を
訪
れ
ま
し
た
。
加
工
場
は
、
高
度
衛
生
管

理
型
の
大
規
模
な
も
の
で
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。 

新たに認定された漁業士 
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来
年
度
の
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
漁
業

士
研
修
会
は
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

 

               

 

               

                
 

平
成
三
十
年
度
東
日
本
女
性 

漁
業
士
交
流
会 

 
 

宮
城
県
漁
業
士
会 

指
導
漁
業
士 

豊
嶋 
恵
美
子 

 

平
成
三
十
年
度
の
交
流
会
は
、
宮
城
県
が

幹
事
県
と
な
り
、
八
月
二
十
九
日
と
三
十
日

の
二
日
間
の
日
程
で
宮
城
県
女
川
町
に
て

開
催
し
ま
し
た
。 

初
日
は
、
宮
城
県
農
林
水
産
部
水
産
業
振
興

課
の
酒
井
敬
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
宮
城
の

海
並
び
に
水
産
業
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。宮
城
の
水
産
業

と
復
興
状
況
の
他
、
魚
離
れ
の
実
態
と
魚
食

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

魚
介
類
の
年
間
消
費
量
は
年
々
低
下
し
て

い
る
が
、
水
産
物
に
は
様
々
な
機
能
性
成
分

が
含
ま
れ
て
お
り
、
体
に
良
い
こ
と
は
医
学

的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
非
常
に
有

意
義
な
講
演
で
し
た
。
こ
の
他
、
世
界
の
魚

料
理
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

講
演
後
は
、
こ
れ
ま
で
と
趣
向
を
変
え
、
初

の
試
み
と
な
る
料
理
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
酒
井
敬
一
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
宮
城
の
旬
な
水
産

物
を
使
っ
た
世
界
各
国
料
理
を
、
様
々
な
料
理

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
と
も
に
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
作
り
ま
し
た
。
日
頃

家
庭
で
作
る
料
理
と
は
ひ
と
味
違
い
、
新
鮮
で

あ
り
、
ま
た
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

二
日
目
は
女
川
魚
市
場
と
蒲
鉾
本
舗
髙

政
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

交
流
会
は
各
県
の
女
性
漁
業
士
が
再
会

し
、
喜
び
と
新
た
な
問
題
を
分
か
ち
合
え
る

貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
の
東
日

本
女
性
漁
業
士
交
流
会
は
岩
手
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 
            

                

 

平
成
三
十
年
度 

全
国
漁
業
士
連
絡
会
議 

 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会 

 
 
 
 
 

指
導
漁
業
士 

西
條 

覚 
 
 

平
成
三
十
年
度
の
全
国
漁
業
士
連
絡
会
議

が
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
七
日
に
農
林
水

産
省
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
年
度
は
、
「
地
域
に
お
け
る
漁
業
士
の
役

割
（
活
動
）
及
び
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
、
代
表
県
で
あ
る
青
森
県
か
ら
各
県
の

取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
よ
り
依
頼

の
あ
っ
た
漁
業
研
修
に
係
る
海
外
派
遣
へ
の

対
応
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

他県漁業士と一緒に記念撮影 

ホタテガイ加工場の見学 

合同研修会 ホタテガイ加工場の見学 

講演の様子 
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し
た
。
さ
ら
に
、
魚
を
美
味
し
く
消
費
者
に
届

け
る
た
め
、
魚
の
神
経
締
め
な
ど
の
品
質
管
理

に
お
い
て
漁
業
士
が
先
頭
に
立
っ
て
普
及
に

努
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
取
組
事
例
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
求

め
る
も
の
で
は
無
い
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

「
次
年
度
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
」
に

つ
い
て
は
、
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
提
案
の
あ

っ
た
「
新
規
就
業
者
の
確
保
に
向
け
た
漁
業
士

の
役
割
に
つ
い
て
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

 

 

他
の
都
道
府
県
の
先
進
的
な
取
組
事
例

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、

今
後
と
も
こ
の
会
議
を
機
に
全
国
の
漁
業

士
会
と
の
情
報
交
換
や
連
携
を
通
じ
て
、
本

県
漁
業
士
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

    

岩
手
県
漁
業
士
会
大
船
渡
支

部
と
宮
城
県
漁
業
士
会
北
部

支
部
の
交
流
会 

宮
城
県
漁
業
士
会
北
部
支
部
事
務
局 

 

当
支
部
で
は
、
今
年
度
も
岩
手
県
漁
業
士

会
大
船
渡
支
部
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。 本

交
流
会
は
、
両
支
部
の
情
報
交
換
と
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
、
震
災
後
の
二
年
を
除
き
毎
年
続
い
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
三
十
年
九
月
四
日
、

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
開
催
し
、
参
加
者
数

は
四
十
名
と
、
こ
こ
数
年
の
中
で
も
多
く
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

内
容
は
二
部
構
成
で
、
初
め
に
東
北
区
水

産
研
究
所
資
源
環
境
部
の
高
見
秀
輝
さ
ん
、

筧
茂
穂
さ
ん
か
ら
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
高
見
さ
ん
か
ら
は
震
災
後
の
両
県
沿
岸

に
お
け
る
ア
ワ
ビ
資
源
の
動
向
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
、
筧
さ
ん
か
ら
は
情
報
通
信
技

術
を
用
い
た
ワ
カ
メ
養
殖
場
の
栄
養
塩
予

測
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
く
第
二
部
で
は
、
両
支
部
副
支
部
長
が

座
長
と
な
り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
漁
業
士
か
ら
は
各
浜
の
生
産
状
況
の

ほ
か
、
講
演
に
関
連
し
て
、
ア
ワ
ビ
の
放
流

場
所
に
関
す
る
質
問
や
、
震
災
後
の
陸
か
ら

の
栄
養
塩
流
入
不
足
を
懸
念
す
る
意
見
が

出
ま
し
た
。
特
に
、
両
県
共
通
の
課
題
で
あ

る
磯
焼
け
に
つ
い
て
、
各
地
区
か
ら
ウ
ニ
の

駆
除
や
海
中
造
林
の
取
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

交
流
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
広
田
湾
の
特

産
品
で
あ
る
エ
ゾ
イ
シ
カ
ゲ
ガ
イ
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
交
流
会
は
当
支
部

主
催
に
よ
り
開
催
予
定
で
す
。 

      

 

                

漁
業
士
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用 

 
  

宮
城
県
漁
業
士
会
北
部
支
部
事
務
局 

 
 
 
 
 

 

昨
年
、
漁
業
士
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と

し
て
、
宮
城
県
漁
業
士
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
支
部
会
員
も
早
速
、
名

刺
な
ど
に
漁
業
士
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
県
内
漁
業
士
の
中
で
も
い
ち

早
く
漁
業
士
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を

作
り
、
自
ら
の
商
品
に
貼
り
付
け
て
い
る
当 

支
部
会
員
か
ら
は
、
「
取
引
先
か
ら
の
評
判

が
よ
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
当
支
部
で
は
、
よ
り
多

く
の
会
員
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
漁

業
士
会
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
も
ら
う
た
め
、
今

年
に
入
っ
て
お
試
し
用
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
シ

ー
ル
を
作
り
、
会
員
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
シ
ー
ル
以
外
に
も
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
あ
し
ら
っ
た
グ
ッ
ズ
を
作
る
な
ど
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

    

         

意見交換 両支部漁業士が出席 

全国漁業士連絡会議の様子 

漁業士会ロゴマークのシール 
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首
都
圏
で
の
本
県
水
産
物
の

販
売
動
向
に
つ
い
て 

 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会 

 
 
 
 

指
導
漁
業
士 
西
條 

幸
正 

新
技
術
習
得
交
流
事
業(
先
進
地
視
察) 

 

平
成
三
十
年
度
の
漁
業
士
会
中
部
支
部

で
は
、
六
次
産
業
化
や
商
品
開
発
、
首
都
圏

で
の
本
県
水
産
物
の
販
売
動
向
把
握
を
主

な
テ
ー
マ
に
、
漁
業
士
自
ら
が
取
り
組
む
課

題
に
対
応
す
る
た
め
新
技
術
習
得
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

「
首
都
圏
で
の
本
県
水
産
業
の
販
売
動

向
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
を
企
画
し
、
「
株
式

会
社
フ
ー
デ
ィ
ソ
ン
」
「
宮
城
ふ
る
さ
と
プ

ラ
ザ
」
「
第
一
ホ
テ
ル
東
京
」
に
伺
い
、
本

県
水
産
物
に
対
す
る
考
え
や
、
消
費
者
の
動

向
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ホ
テ
ル
関
係
者
か
ら
は
、
「
宮
城
の
食
材

取
引
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
数
量
変
更

や
価
格
の
連
絡
が
全
く
な
か
っ
た
。
こ
ち
ら

か
ら
連
絡
し
て
も
担
当
者
が
不
在
で
取
引

に
時
間
が
か
か
り
大
変
で
あ
っ
た
。
届
け
て

も
ら
う
食
材
は
全
て
良
く
、
申
し
分
の
な
い

非
常
に
良
い
食
材
で
あ
っ
た
が
対
応
に
問

題
が
あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
取
引
を
断
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
宮
城
の
食
材
が
良
い
こ
と
は
十

分
知
っ
て
い
る
し
、
使
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
東
京
で
物
を
売
る
こ
と
は
甘
い
も
の

で
は
な
い
。
宮
城
の
食
材
を
使
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
是
非
改
善
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
の
意
見
を
頂
き
、
東
京
で
物
を
売

る
意
味
や
難
し
さ
を
改
め
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
研
修
で
し
た
。 

直
接
、
宮
城
の
水
産
物
を
扱
う
担
当
者
や

食
材
を
利
用
す
る
シ
ェ
フ
か
ら
率
直
な
意

見
を
も
ら
う
こ
と
で
、
生
産
者
自
身
、
首
都

圏
で
求
め
ら
れ
る
食
材
や
取
引
手
法
等
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後

の
生
産
、
商
品
開
発
及
び
販
売
に
向
け
た
取

組
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
思
い
ま
し
た
。 

                          

地
先
資
源
を
活
か
し
た
六
次

産
業
化
・
商
品
開
発
に
つ
い
て 

 

宮
城
県
漁
業
士
会
中
部
支
部
事
務
局 

宮
城
県
漁
業
士
会
中
部
支
部
地
区
懇
談
会 

 

 

震
災
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
養
殖
業
や

漁
船
漁
業
に
よ
る
水
揚
量
は
震
災
以
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
漁
業
種
類
に
よ

っ
て
は
水
揚
げ
金
額
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

地
先
の
水
産
資
源
を
活
か
し
た
水
産
物
の

付
加
価
値
向
上
に
よ
る
漁
家
経
営
の
更
な

る
安
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
当
支
部
で
は
、
六
次
産
業
化

や
商
品
開
発
、
首
都
圏
で
の
本
県
水
産
物

の
販
売
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、
漁
業

士
自
ら
が
取
り
組
む
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
九
月
十
四
日
に
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ

ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
五
日
市
代
表
取
締
役
を

講
師
と
し
て
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
漁
業
士
以
外
に
も
、
後
継
者

育
成
の
観
点
か
ら
青
年
部
や
研
究
会
、
浜

を
支
え
る
女
性
部
の
方
々
に
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

商
品
開
発
に
は
、「
商
品
を
作
り
販
売
す

る
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
」「
対
象
と
す
る

売
り
先
の
コ
ン
セ
プ
ト
」「
販
売
戦
略
」
等

に
つ
い
て
生
産
者
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
功
事
例
を
も
と
に
講
演
を
い
た
だ

き
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

懇
談
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

参
加
者
の
八
割
が
生
産
者
自
ら
商
品
開
発

や
販
売
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
九
割
近
く
が
今
回
の
内
容
を
シ

リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
来
年
以
降
も
、
更
に
踏
み
込
ん
だ

内
容
で
開
催
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  
   

 
 

                              

懇談会アンケート結果(一部抜粋) 

第一ホテル東京 

(水産物の利用に関する意見交換) 
 

株式会社フーディソン 

(ワカメ製品の評価と販売に関する意見交換) 

必要がある

82%

あまり必要

でない

18%

生産者自ら商品開発や販売に取組む

※有効回答人数：22名

必要

95%

特に必要で

はない

5%

今回の懇談会テーマのシリーズ化は

※有効回答人数：22名
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「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
資
源
管
理

に
関
す
る
先
進
地
視
察
」 

 

宮
城
県
漁
業
士
会
南
部
支
部
事
務
局 

 

漁
業
士
会
南
部
支
部
で
は
平
成
三
十
年

六
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日
に
山
口
県
内

で
視
察
研
修
を
開
催
し
、
漁
業
士
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
南
部
支
部
で
力
を
入

れ
て
い
る
「
水
産
×
Ｉ
Ｔ
」
に
関
連
し
て
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
生
産
・
品
質
の
向
上
に
取

り
組
む
企
業
の
視
察
の
ほ
か
、
山
口
県
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
資
源
管
理
や
漁

場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
最
新
の
研
究

成
果
を
学
び
ま
し
た
。 

 

研
修
初
日
は
岩
国
市
に
あ
る
旭
酒
造
（
株
）

で
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
酒
造
り
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
製
造
過
程
で
温
度
や
重
量
が
細

か
く
測
定
さ
れ
て
お
り
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
、
品
質
の
向
上
や
製
造
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
、
機
械
化
へ
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一

方
で
、
機
械
で
は
管
理
で
き
な
い
繊
細
な
工

程
で
は
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
に
職
人
が
作

業
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
を
上
手
に

活
用
す
る
取
組
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
水
産
×

Ｉ
Ｔ
」
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

二
日
目
は
山
口
県
農
林
水
産
部
に
協
力

を
頂
き
、
山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外

海
研
究
部
（
長
門
市
）
と
内
海
研
究
部
（
山

口
市
）
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
外
海
研
究

部
で
は
、
山
口
県
の
高
級
魚
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
キ
ジ
ハ
タ
の
資
源
管
理
に

関
す
る
取
組
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
漁
業 

者
向
け
に
放
流
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
研

修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
技
術
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
小
型
魚
の
再
放
流
の
徹
底
と
出

荷
し
た
場
合
の
罰
則
の
強
化
を
行
い
、
漁
協

と
県
が
一
体
と
な
っ
て
資
源
管
理
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
漁
獲
量
は
着
実
に
増
加
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

内
海
研
究
部
で
は
、
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
大
量
発
生
に
よ
る
養
殖
魚
の
斃
死
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
漁
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
山
口

県
で
は
ト
ラ
フ
グ
等
の
養
殖
漁
場
で
赤
潮

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
発
生
に
よ
る
魚
類

斃
死
が
度
々
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
養
殖
漁
場
に
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
量
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
か
ら
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
発

生
を
予
測
し
、
生
産
者
に
注
意
喚
起
を
促
す

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
研
修
で
得
ら
れ
た
知
見
を

生
か
し
、
今
後
の
「
水
産
×
Ｉ
Ｔ
」
や
資
源

管
理
と
い
っ
た
取
組
に
役
立
て
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

             

子
ど
も
食
堂
で
の
取
組
み 

 

宮
城
県
漁
業
士
会
南
部
支
部
事
務
局 

 

魚
食
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
仙
台
市
内
の
子
供
食
堂
に
海
苔
や
サ

ケ
と
い
っ
た
水
産
物
の
食
材
提
供
を
行
い

ま
し
た
。
提
供
し
た
食
材
は
「
お
に
ぎ
り
」

や
「
は
ら
こ
飯
」
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
食
材
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

水
産
物
へ
の
興
味
・
関
心
を
さ
ら
に
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
漁
業
士
が
実
際
に
子
供
食

堂
を
訪
問
し
、
子
供
達
や
そ
の
保
護
者
に
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
漁
業
士
か
ら
は
子
供
達
が
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
、
意
義
の

あ
る
活
動
な
の
で
是
非
継
続
し
た
い
と
い

っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
子
供
食
堂

で
の
食
材
提
供
を
継
続
し
、
県
内
の
水
産
物

に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

    

            

農
業
士
と
の
交
流 

宮
城
県
漁
業
士
会
南
部
支
部
事
務
局 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
に
仙
台

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
農
業
士
と
の
技
術

交
換
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
漁

業
士
、
農
業
士
、
そ
の
他
関
係
者
計
二
十
四

名
が
集
ま
り
、
一
グ
ル
ー
プ
四
名
程
度
に
分

か
れ
て
、
互
い
の
旬
の
食
材
を
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
三
品
の
料
理
（
ア
ナ
ゴ
と
フ
ォ

ア
グ
ラ
の
テ
リ
ー
ヌ 

苺
の
ソ
ー
ス
、
カ
キ

の
ソ
テ
ー
と
白
ネ
ギ
の
焦
が
し
バ
タ
ー
ソ

ー
ス 

サ
ラ
ダ
仕
立
て
、
生
海
苔
と
だ
て
正

夢
の
ク
リ
ー
ム
リ
ゾ
ッ
ト
）
を
味
わ
い
な
が

ら
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、
カ
キ
筏
の
廃
材
を
有
機

栽
培
の
土
壌
に
活
用
す
る
と
い
う
提
案
や
、

農
業
士
と
漁
業
士
の
合
同
販
売
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
交
流
会
の
開
催
を
き
っ
か

け
に
、
漁
業
士
と
農
業
士
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

             

グループトーク 

子供食堂で海苔養殖について説明する 

千葉指導漁業士 

山口県水産研究センター 外海研究部での研修 
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宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

  

「
み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
」
長
期
研
修
及
び

短
期
研
修
が
開
催
さ
れ
、
座
学
や
漁
業
現
場
の

講
師
と
し
て
多
く
の
漁
業
士
の
方
に
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
県
の
漁
業
就
業
者
数
は
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
そ
の
傾
向
は
一
層
顕

著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県
の
漁
業
者
数
は
、

平
成
二
十
五
年
現
在
で
約
六
千
五
百
人
で
す

が
、
県
の
試
算
で
は
平
成
五
十
年
に
は
、
約
三

千
二
百
人
に
半
減
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
漁
業
の
担
い
手
と
な
る
後
継

者
の
育
成
、
新
規
就
業
者
の
確
保
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
平
成
二
十
八
年

度
よ
り｢

み
や
ぎ
の
漁
業
担
い
手
確
保
育
成
支

援
事
業｣

を
立
ち
上
げ
、｢

み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ

ジ｣

に
よ
る
七
ヶ
月
の
長
期
研
修
や
五
日
間
の

短
期
研
修
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た｢

み

や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
長
期
研
修｣

で
は
、
県
内

外
か
ら
新
規
漁
業
就
業
希
望
者
四
名
、
漁
業
後

継
者
四
名
の
計
八
名
が
集
ま
り
、
宮
城
の
水
産

業
の
概
要
、
水
産
関
係
諸
制
度
、
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
等
の
座
学
、
ノ
リ
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
・

ギ
ン
ザ
ケ
・
ホ
ヤ
・
ホ
タ
テ
養
殖
、
刺
網
、

定
置
網
等
の
現
場
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
の
中
で
、
漁
師
に
な
る
た
め

に
必
要
な
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
、
第
二
級

海
上
特
殊
無
線
技
士
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
長
期
研
修
は

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
に
無
事
修

了
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
規

漁
業
就
業
希
望
者
の
う
ち
、
三
名
は
現
在
女

川
町
の
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
業
や
南
三
陸
町
の

カ
キ
養
殖
業
等
に
就
業
し
て
お
り
、
残
り
一

名
は
独
立
の
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

平
成
三
十
年
八
月
六
日
か
ら
十
日
に
開
催

さ
れ
た｢

み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
第
一
回
短
期

研
修｣

で
は
、
県
内
外
か
ら
十
名
が
集
ま
り
、

ホ
ヤ
・
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
、
刺
網
、
定
置
網
の

網
起
こ
し
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一

名
は
塩
竈
市
浦
戸
で
ノ
リ
養
殖
業
に
就
業
し

ま
し
た
。 

 

 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六

日
に
開
催
さ
れ
た｢

み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
第

二
回
短
期
研
修｣

で
は
、
県
内
外
か
ら
三
名
が

集
ま
り
、
カ
キ
養
殖
、
刺
網
、
定
置
網
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
二
名
は
、
七
ヶ
浜

町
で
ノ
リ
養
殖
業
や
石
巻
市
桃
浦
で
の
カ
キ

養
殖
業
へ
就
業
し
ま
し
た
。 

   

県
で
は
次
年
度
以
降
も｢

み
や
ぎ
漁
師
カ

レ
ッ
ジ｣

長
期
研
修
及
び
短
期
研
修
を
行
う

予
定
で
す
。 

｢

み
や
ぎ
漁
師
カ
レ
ッ
ジ｣

に
御
協
力
い

た
だ
い
た
漁
業
士
の
方
々
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
（
順
不
同
） 

  

○｢

長
期
研
修｣ 

小
野
寺 

芳
浩 

指
導
漁
業
士 

小
松 

 

武 

青
年
漁
業
士 

鈴
木 

公
義 

指
導
漁
業
士 

 ○｢

第
一
回
短
期
研
修｣ 

千
葉 

周 

指
導
漁
業
士 

三
浦 

恒
志 

指
導
漁
業
士 

 

○｢

第
二
回
短
期
研
修｣ 

後
藤 

修 

指
導
漁
業
士 

 
 

漁
業
士
以
外
に
も
漁
業
士
Ｏ
Ｂ
、
漁
業
関

係
者
、
漁
協
関
係
者
、
水
産
業
普
及
指
導
員

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
漁
師
カ
レ
ッ
ジ

に
御
協
力
い
た
だ
け
る
漁
業
士
の
方
が
い

ま
し
た
ら
、
漁
業
士
会
事
務
局
に
御
連
絡
下

さ
い
。 

   
 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

 

宮
城
県
と
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
水
産

振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
２
０
１
８
漁
業
就

業
支
援
フ
ェ
ア

in

仙
台
」
が
、
平
成
三
十

年
九
月
一
日
に
仙
台
市
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
松
栄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
新
規
就
業
に
つ
い
て
直

接
相
談
で
き
る
場
を
提
供
し
、
「
漁
業
就
業

希
望
者
」
と
「
若
い
担
い
手
を
確
保
・
育
成

し
た
い
漁
業
者
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た

定置網研修の様子 

ロープワークを学ぶ短期研修生 



8

め
、
平
成
二
十
九
年
度
に
県
が
初
め
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
八
十
名
の
来
場

者
が
あ
り
、
十
五
団
体
（
県
漁
協
、
北
部
船

主
協
会
等
）
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
漁
業
就
業

希
望
者
に
海
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
、
活
発

な
質
疑
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
漁
業
士
で
は
、

千
葉
周
指
導
漁
業
士
と
後
藤
修
指
導
漁
業
士

が
参
加
し
ま
し
た
。 

来
年
度
以
降
も
同
フ
ェ
ア
を
開
催
予
定

で
す
の
で
、
担
い
手
を
確
保
し
た
い
漁
業
士

の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
漁
業
士
会
事
務
局
に

御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

    

 

 
 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

 

宮
城
県
が
主
催
す
る
「
青
年
漁
業
士
養
成
講

座
」
が
平
成
三
十
年
七
月
二
十
四
日
・
二
十
五

日
に
宮
城
県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

受
講
者
は
五
名
と
な
り
、
最
新
の
漁
業
情
報

や
漁
家
経
営
の
あ
り
方
、
漁
業
士
会
副
会
長
か

ら
の
基
調
講
演
等
の
講
義
を
熱
心
に
受
講
し

て
い
ま
し
た
。 

本
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
宮
城
県
指

導
漁
業
士
又
は
青
年
漁
業
士
の
認
定
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
認
定
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 
 ○

受
講
者
の
方
々 

尾
形 

貴
春
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
気
仙
沼
地
区
支
所
）

 

髙
橋 

浩
太
郎
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
志
津
川
支
所
）

 

江
刺 

寿
宏
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
地
区
支
所
）

 

小
野 

真
義
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
宮
戸
西
部
支
所
）

 

赤
間 

拓
哉
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
松
島
支
所
） 

         

 

   
 

 

 
 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

平
成
三
十
年
八
月
八
日
に
石
巻
市
河
北
総

合
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）
を
会
場
と
し
て
、

第
十
七
回
宮
城
県
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大

会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
三
団
体
、
女
性
グ
ル
ー

プ
三
団
体
の
計
六
団
体
か
ら
日
ご
ろ
の
活
動

実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

➀
持
続
可
能
で
高
品
質
な
マ
ガ
キ
の

養
殖
生
産  

～
日
本
初
の
国
際
養
殖
認
証
「
南
三
陸 

戸 

倉
っ
こ
か
き
」
の
誕
生 

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
志
津
川
支
所
戸
倉
出
張
所
カ
キ
部
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
藤 

清
広 

 

➁
目
指
せ
！
海
難
事
故
ゼ
ロ  

～
す
べ
て
の
浜
に
反
射
器
設
置
を
～ 

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
歌
津
支
所
女
性
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

弘
子 

 

③
地
域
の
仲
間
を
増
や
す
た
め
に  

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
人
材

発
掘
― 

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
塩
釜
市
浦
戸
支
所
青
年
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

義
隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
井 

啓
汰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藪
本 

翔
太 

 

④
島
の
お
す
そ
わ
け  

～
浦
戸
で
が
ん
ば
る
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が 

心
を
こ
め
て
作
り
ま
す
～ 

合
同
会
社
が
ん
ば
る
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
海 

由
美
子 

 

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
魚 

食
Ｐ
Ｒ
活
動  

～
お
ら
だ
づ
浜
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
～ 

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
市
東
部
支
所
女
性
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
田 

寿
子 

 

⑥
長
面
浦
若
い
衆
の
奮
闘
記 

～
お
ら
ほ
の
基
幹
は
や
っ
ぱ
し
コ
レ
～ 

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
河
北
町
支
所
所
属
漁
業
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川 

英
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
下 

隆 

青年漁業士養成講座の様子 

出展団体ブースの様子 

    先輩漁師の話に耳を傾ける来場者 
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震
災
を
乗
り
越
え
た
活
動
や
技
術
の
向
上

に
関
す
る
取
組
な
ど
、
い
ず
れ
の
発
表
も
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
Ｊ
Ｆ

み
や
ぎ
志
津
川
支
所
戸
倉
出
張
所
か
き
部
会

及
び
合
同
会
社
が
ん
ば
る
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん

会
が
平
成
三
十
一
年
二
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
度
県
代
表
と
し
て
全
国

大
会
で
発
表
し
た
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
谷
川
支
所
青

年
部
が
水
産
庁
長
官
賞
、
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
仙
南
支

所
（
亘
理
）
水
産
加
工
研
究
会
が
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 

宮
城
県
漁
業
士
会
事
務
局 

 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
・
三
月
一
日

に
東
京
都
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵

門
を
会
場
と
し
て
、
第
二
十
四
回
全
国
・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ

志
津
川
支
所
戸
倉
出
張
所
カ
キ
部
会
及
び
合

同
会
社
が
ん
ば
る
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん
会
が
活

動
実
績
を
発
表
し
ま
し
た
。 

各
都
道
府
県
の
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
全
国

の
青
年
・
女
性
漁
業
者
が
日
ご
ろ
の
研
究
・
実

践
活
動
を
発
表
す
る
場
と
あ
っ
て
、
ど
の
発
表

も
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
本
県

の
代
表
は
、
宮
城
県
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
か
ら
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
た
活
動
実
績

発
表
を
行
い
、
審
査
員
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
志
津
川
支
所
戸
倉
出
張
所
カ
キ

部
会
が
第
一
分
科
会
（
資
源
管
理
・
資
源
増
殖

部
門
）
で
、
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

       

  
 

宮
城
県
漁
業
士
会
で
は
平
成
三
十
年
度
に

以
下
の
行
事
に
参
加
・
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

 

 
 

    
宮
城
県
が
実
施
す
る
漁
業
士
を
認
定
す
る

た
め
の
検
討
会
。
会
長
が
検
討
委
員
と
し
て
対

応
し
ま
し
た
。 

   

  

  
 

来
賓
と
し
て
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

      

本
大
会
は
県
内
の
青
壮
年
・
女
性
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
取
組
事
例
等
を
発
表
す
る
大
会
。
会

長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

     
 

こ
の
催
し
は
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
青
年

部
が
主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
討
議
の
場
で
あ
り
、

六
名
の
漁
業
士
を
助
言
者
と
し
て
派
遣
し
た

他
、
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

 

七
回 

     
 

こ
の
催
し
は
農
山
漁
村
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
つ
い
て
意
識
啓
発
を
図
り
、
女
性
が

そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。
宮
城
県

漁
業
士
会
と
し
て
大
会
の
後
援
を
行
い
ま
し

た
。 

交流大会の様子 

農林水産大臣賞を受賞したＪＦみやぎ志津川支所 

戸倉出張所カキ部会の後藤さんほか 

漁
業
士
認
定
検
討
会

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
総
会

水
産
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
十
七
回
宮
城
県
青
年
・ 

女
性
漁
業
者
交
流
大
会

農
山
漁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

推
進
宮
城
県
大
会
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震
災
か
ら
十
年
目
に
当
た
る
平
成
三
十

二
年
に
は
、
「
第
四
十
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」
が
石
巻
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
復

興
を
果
た
し
た
姿
と
本
県
水
産
業
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
べ
く
、
宮
城
県
漁
業
士

会
と
し
て
も
、
会
長
が
大
会
実
行
委
員
と
な

る
な
ど
、
委
員
と
し
て
関
係
者
と
一
丸
と
な

っ
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

                      

 
 
 

平
成
二
十
九
年
度
末
ま
で
に
認
定
期
間
が

終
了
し
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

○
平
成
二
十
九
年
度
末
任
期
満
了 

 

菊
田 

守
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
気
仙
沼
地
区
支
所
）

 

豊
嶋 

祐
二
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
地
区
支
所
）

 

木
村 

喜
久
雄
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
鳴
瀬
支
所
） 

八
木 

重
義
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
宮
戸
西
部
支
所
）

 

尾
形 

静
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
宮
戸
西
部
支
所
）

 

 
 

こ
れ
ま
で
の
漁
業
士
と
し
て
の
活
動
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
か
ら
宮
城
県
に
よ
り
、

県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
取
組
の

一
環
と
し
て
、
毎
月
第
三
水
曜
日
を
「
み
や

ぎ
水
産
の
日
」
と
制
定
し
、
県
漁
協
、
市
場

関
係
や
販
売
店
等
と
連
携
し
て
、
水
産
物
の

魅
力
を
発
信
す
る
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
併
せ
、
宮
城
県
漁
業
士
会
と
し
て

も
各
支
部
で
「
み
や
ぎ
水
産
の
日
」
に
あ
わ

せ
た
販
売
会
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

今
後
と
も
宮
城
県
漁
業
士
は
「
み
や
ぎ
水

産
の
日
」
と
連
携
し
た
取
組
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。 

                 

漁
業
士
の
認
知
度
向
上
（
Ｐ
Ｒ
）
と
漁
業

士
が
生
産
し
た
商
品
の
付
加
価
値
向
上
を

目
的
と
し
て
、
宮
城
県
漁
業
士
会
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。 

宮
城
県
漁
業
士
会
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
取
組
（
名
刺
、
封
筒
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
店
舗
の
入
口
へ
の
掲
示
等
）
、
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
使
用
、
及
び
商
品
の
販
売

促
進
等
で
幅
広
く
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
使
用
規
程
や
申
請
書
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
電
子
デ
ー
タ
は
宮
城
県
農
林
水

産

部

水

産

業

振

興

課

の

H
P

（

h
ttp://w

w
w

.pref.m
iyagi.jp/sosh

iki/ 
suish

in/

）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
県
漁
業
士
会
事
務
局
又
は
所
属
の

支
部
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

           

海
人
編
集
委
員
（
敬
称
略
） 

 
 

北
部
委
員 

 

小
野
寺
芳
浩 

 

中
部
委
員 

 

西
條 

覚
（
委
員
長
） 

 

南
部
委
員 

  

千
葉 

周 

海
人
で
は
、皆
様
か
ら
の
原
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
自
由
で
、

四
○
○
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
枚
か
ら

二
枚
に
ま
と
め
、漁
業
士
会
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

会場となる石巻市水産物地方卸売市場・石巻漁港

訃
報 

 

水
間
さ
わ
子
指
導
漁
業
士
（
Ｊ
Ｆ
み
や

ぎ
塩
釜
市
第
一
支
所
）
が
、
平
成
三
十
年
八

月
九
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
一
同
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


